
～持続可能な返還運動をめざして～
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ロシア主張海域から撮影した貝殻島灯台と納沙布岬

ナショナルセンター

(仮称)『北方領土・知の拠点』構想

作成 国後島民の会 谷内紀夫
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千島連盟(令和8年3月)



ナショナルセンター
(仮称)「北方領土・知の拠点」構想について 

被爆地・ヒロシマに「広島平和記念資料館」があるように

住民を巻き込んだ激戦地・オキナワに「沖縄県平和祈念資料館」があるように

「北方領土」には

元島民の体験や記憶、想いを体現するシンボル施設が必要だ…

<イメージ>

❐元島民の体験や記憶、四島への想い、返還への意志を受け継ぎ、次の世代につなぐ施設

❐北方領土の自然・歴史・生活・文化など、北方領土をまるごと学ぶことができる施設

❐北方領土返還要求運動のシンボルとなる全国の拠点施設
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広島平和記念資料館
(設置者・広島市)

沖縄県平和祈念資料館
(設置者・沖縄県)

・修学旅行受け入れ人数
4,226校 33万人
(令和6年度)

・入館者数
226万人(令和6年度)

・入館者数
31万人(令和6年度)

・修学旅行受け入れ人数
1,134校 17万人
(令和6年度)

・収蔵資料2万点
  (平成21年時点)
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(内閣府ウエブサイトより)



「北方領土・知の拠点」 求められる3のつ機能

① 資料収集と展示機能

② 調査・研究・提言機能

③ 後継者育成・北方領土学習機能

北方領土(千島列島を含む)の自然・歴史(先史時代から)・文化・生活・産業・四島で

の出来事などあらゆる分野の資料を収集し、将来にわたり保管するとともに、常設展
示・企画展示を通じて北方領土への関心を高め、理解を深める。

収集した資料の調査・研究や埋もれた資料の発掘・調査を行い、語り部の内容や展
示、北方領土学習にフィードバックするとともに、北方領土に特化した学芸員・研究者
の育成・配置を図りながら、日ロ関係有識者のネットワークを形成し、領土問題解決
に向けた提言や研究会・国際会議の開催などを通じて国内外に情報発信を行う。

北方四島で生まれ、自分の体験を自分の言葉で語り伝えることが出来る元島民が
『ゼロ』になる日--『元島民なき返還運動』の時代に備え、返還要求運動を将来にわた

り持続可能なものとするため、国の責任において、全国の若い世代を対象とした北方
領土学習や返還要求運動を担う後継者の育成を一元的に推進する。
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シュムシュ島(占守島) 野外博物館・記念複合施設(2030年完成予定)

モニュメント

戦後80年 ロシアの取り組み

「第二次大戦終結の出来事を記念する国家的なシンボル」

『占守の戦い』の再現 旧日本軍の戦車を野外展示
高さ4mのソ連兵
ブロンズ像
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